できるまでやる！日語精読（二）練習問題　第五単元　

なまえ＿＿＿＿＿＿

一.次のひらがなを漢字で書きなさい。（0.5×20=10）

１．ためいきが出る　２．じゃきのない目　３．全てまっしょうしてしまいたい　４．胸のこどう　５．せつじつな思い　６．ひんぱんにお目にかかる　７．おくびょうな性格
８．心のかっとう　９．きんぱくした財政　10．出かけるまぎわ　11．いつものめいがら　12．じみな格好　13．ていさいが悪い　14．しくはっくしている15．でばんをまっている　16．ごしゅうぎぶくろをもらう　17．そうばは二万円　18．かんろくのある姿　19．もとでがかかっている　20．贈り物にふんぱつしてしまった
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二．次の＿＿線部の漢字の読み方をひらがなで書きなさい。(0.5×20=10)　

１．滅多なこと　２．孤独が埋まる　３．にきびが花盛り　４．大器晩成　５．静けさが沈殿する　６．小銭を取りこぼす　７．全文削除　８．意気地なし　９．瞬間接着剤　10．右往左往する　11．赤字の補填　12．余興を楽しむ　13．刹那を見計らう　14．律儀に振り返る　15．二重瞼　16．気持ちが萎える　17．感動が蘇る　18．芋蔓式に呼ぶ　19．人相が悪い　20．仲人のあいさつ
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三.次の外来語を中国語に訳しなさい。(0.5×20=10)

１．バレンタインデー　２．リアクション　３．アタック　４．スタンダード　５．アクシデント　６．ネオン　
７．シャンプー　８．レシート　９．メーカー　10．カップル　11.ディスプレー　12．ハイヒール　
13．ダイビング　14．トーン　15．マニュアル16．スマート　17．スキャナー　18．ユニフォーム　
19．アルカリ　20．アクセス
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四.次の文を中国語に訳しなさい。(1×10=10)

１．手っ取り早い　２．見ず知らず　３．踏ん切りがつく　４．火中に栗を拾う　５．機嫌が悪い　６．大きく肩で息をする　７．口を挟む　８．踵を返す　９．耳を貸す　10．五十歩百歩
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五．次の文の＿＿線部に入れるのに最も適切なものを一つ選び記号で答えなさい。
(1×10=10)

１．冬＿＿＿＿あたたかい天気が続いています。
Ａ　にしても　　Ｂ　にしては　　Ｃ　になれば　　Ｄ　にすれば

２．内部の人間のほかに、社外の有識者も＿＿＿＿座談会を行います。
Ａ　まじえて　　Ｂ　かさねて　　Ｃ　とらえて　　Ｄ　ふまえて

３．この学校の学生たちは試験前の準備に＿＿＿＿がない。
Ａ　手間　　Ｂ　万端　　Ｃ　余念　　Ｄ　心情
４．やるべきことはやったのだから、失敗しよう＿＿＿＿＿＿。
Ａ　はずがない　　Ｂ　すべがない　　Ｃ　ことがない　　Ｄ　ものがない

５．合格の知らせを聞いた途端、みな飛び上がらん＿＿＿＿喜んだ。
Ａ　ものに　　Ｂ　ように　　Ｃ　ところに　　Ｄ　ばかりに

６．家族にお礼の返事＿＿＿書かずにいるとはどういうことですか。
Ａ　でも　　Ｂ　まだ　　Ｃ　から　　Ｄ　すら

７．仮に相手が悪かった＿＿＿、君にも悪いところはあったはずだ。
Ａ　ならば　　Ｂ　だから　　Ｃ　にしろ　　Ｄ　ようで

８．この絵は子供が描いた＿＿＿＿、とてもよく書けている。
Ａ　について　　Ｂ　にしては　　Ｃ　にとって　　Ｄ　において

９．佐藤さんが出かけたのと＿＿＿して、彼に電話が有った。
Ａ　前後　　Ｂ　左右　　Ｃ　上下　　Ｄ　比較

10.私たちが見ているのを知ると、彼はばつ悪そうに＿＿＿＿と立ち去っていった。
Ａ　ぼんやり　　Ｂ　そそくさ　　Ｃ　へらへら　　Ｄ　こそこそ
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六．次の文章を読んで後の問いに答えなさい。（７．５×４=30点）

「ごちそう」は、もともと｢馳走｣という漢語から出た言葉です。「馳走」は「走りまわる」「かけめぐる」という意味ですが、（ア）、食事を作るために、その材料を集めるのに、あるいは煮たり焼いたりするのに、身体を忙しく動かさなければならず、その労苦へのねぎらいと感謝から発せられる「あいさつ」のことばで、「ご苦労様でした」「お疲れ様でした」「お造作をかけました」「ありがとうございました」といったニュアンスのことばであるわけです。

　（イ）、なにも料理にかぎったことではなく、（ウ）となりの家へもらい風呂に行ったとき、風呂に入った帰りがけに、①「ごちそうさまでした」というあいさつが、今でもつかわれる場合があるのではないかと思います。

　ことにむかしは、風呂ひとつたてるにしても、風呂おけに水を汲み入れ、たきぎを集まり、つきっきりで火を燃やしたり、大変な労働をともなう仕事であったわけですから、なおさら、「ごちそうさまでした」というあいさつがつかわれても、少しも変ではなく、（エ）、そこにこめられた気持ちには深いものがあったといえるでしょう。

　「ごちそうさま」は、料理そのものより、むしろ人間の心に向けて発せられる「あいさつ」なのです。

　ついでにいうと、料理屋で食事をしての帰りに、店の人に、「ごちそうさま」という人がいますが、わたしはそれはあまりそぐわないと思っていて、②つかいません。「お世話さま」というのをつかいます。

　もらい風呂をして、「ごちそうさまでした」といっても、お風呂屋さんでは、そうはいわない。お風呂屋さんも料理屋さんも、それが商売であり、そこで、「ごちそうさま」というのは、度をすぎたお世辞になり、いやらしいと感じるのです。「あいさつ」のことばにも、それをつかう場合の節度があるべきだと思います。

問１　となりの家へもらい風呂に行った後で、①「ごちそうさまでした」と言うのはなぜか。

　Ａ　風呂に入ると食事をしたときと同様にいい気持ちになるから。

　Ｂ　風呂をたてた人の労働に感謝の気持ちを表す言い方だから。

　Ｃ　むかしは、もらい風呂の後で夕食もごちそうになったから。

　Ｄ　むかしは、「さようなら」のあいさつとしても使われたから。

問２  ②「つかいません」とあるが、筆者が料理屋で「ごちそうさま」を使わないのはなぜか。

Ａ　商売をしている人が忙しく動くことは当たり前で、必要以上の感謝の気持ちは適当で

はないから。

Ｂ　お金を払っているのに、あまりおいしいとはいえない料理が出てくる場合が多いから。

Ｃ　「ごちそうさま」は「お世話さま」と同じニュアンスなので、商売をしている人に使うのはおかしいから。

Ｄ　今の料理屋では走りまわったりかけまわったりして料理を作ることがなくなったから。

問３　「ごちそうさま」は本来どんな気持ちを伝える言葉か。

Ａ　おいしいものをたくさん食べて、満足したという気持ち

Ｂ　走りまわったり、かけめぐったりして忙しいと思う気持ち

Ｃ　食事に恵まれたことを神や自然に感謝する気持ち

Ｄ　自分のために忙しく働いてくれた人に感謝する気持ち

問４　（ア）～（エ）に入るのにもっとも適切な接続語の組み合わせを一つ選びなさい。

①また　②だから　③つまり　④たとえば

Ａ　④－③－②－①　　Ｂ　③－②－④－①　　Ｃ　③－②－①－④　　Ｄ　④－③－①－②
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七．次の文を中国語に訳しなさい。（10点）

　まさかその場へ飛び出していく勇気など、さやかが持ち合わせていようはずがない。火はもう、さやかを取り囲んで燃え出していた。彼女にできたことは、そちらの方とは目が合わないよう、気付かれないよう、本当に逃げるような思いでただ出口に向かうことだけだ。チョコは見殺しだった。

八．次の文章を日本語に訳しなさい。（10点）
“生命中，不断地有人离开或进入。于是，看见的，看不见了；记住的，遗忘了。生命中，不断地有得到和失落。于是，看不见的，看见了；遗忘的，记住了。然而，看不见的，是不是就等于不存在？记住的，是不是永远不会消失？”细细读来，一种说不清的感受涌上心来，生活真的很难去理清。
参考文献：『大学日本語(上級)下冊』嘎日迪 山本哲也 編著 大連出版社2004年
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